
　普段は、第 2・第 4 土曜日の

14 時～ 16時に、梅香小学校の 2

階多目的室で活動しています。こ

の教室の特徴は、講師がいないこ

と。みんな、年度のはじめに自分

がつくりたいものを自分で決めて

材料を教室に持ち寄り、作品づく

りをしています。つくるものは人

それぞれバラバラですが、教室の

2時間を共有する、ということを

大切にしています。つくった作品

は年一回の生涯学習ルームフェス

ティバルで展示しています。今年

はカバンやタペストリー、ぬいぐ

るみなどを展示しました。また、

年に何回かは教室のみんなで同じ

ものをつくることもあります。干

支にちなんだ作品づくりや、梅香

小学校の新 1年生にプレゼントす

るおまもりづくりは毎年の恒例と

なっています。

　　　　　　

　地域と学校、保護者と地域、

子どもと大人のつながりが、

おまもりという目に見える形と

して結晶化されていることに、

驚きと感動を覚える取材となり

ました。かつて、おまもりをも

らう側だった 1年生やその保護

者が、今度は 6年生として、

PTAの役員として、それをプレ

ゼントする側にという循環も生

まれていると聞き、これからも

この取り組みが続いていくこと

を願わずにはいられませんでし

た。学校と地域が連携し、地域

の子どもたちを地域ではぐくむ

取り組みを、編集チームはこれ

からもスタートル新聞の紙面を

通じて紹介してまいりたいと思

っています。我が校区にはこん

な素敵な取り組みがあるよ、と

いう推進員の皆様、ぜひ情報を

取材チームまでお寄せください。

梅香小学校区について

　梅香小学校は、ほとんどの学年

が 1学年 1 クラス、増えても 2ク

ラスまでの小規模校です。校区も

こぢんまりとしているので、地域

の大人と子どもが顔見知りである

ことも多く、商店街などで出会う

とお互いが声をかけあうような地

域です。

手芸教室はどんな
　　　 ところですか？

　平成 5年の生涯学習ルームが立

ち上がる時に、コーラス教室、書

道教室とともにはじまり、今まで

ずっと続いてやっています。コロ

りの中にこんなメッセージが入っ

ているとは知らなかったです！」

と言っていただいたこともありま

した。ちょうど今日の午前中のこ

となんですが、生涯学習ルームの

書道教室にきていた小学校 2年生

の児童が、「今年のおまもりはど

うなっているの？」とふいに聞い

てきたのでびっくりしました。

「今、一生懸命つくっているとこ

ろよ！」と答えましたが、その子

は私がおまもりをつくっている人

だということを知らずに質問をし

てきたと思うんです。そんな風に

思ってくれてるんやなぁ、自分も

もらったなぁと覚えてくれている

のかな、とうれしくなりましたね。

　コロナ禍で生涯学習ルームの活

動も中止になりました。小学校に

も自由に出入りできなくなり、手

芸教室のメンバーとも対面で会う

ことが難しくなった時は本当に大

変でした。学校からはおまもりの

取り組みを継続してほしいと言っ

ていただいたのもあって、私が材

料を準備し、それを手芸教室のメ

ンバーの家に一軒一軒ポスティン

グして配り、なんとかこの取り組

みを途切れさせることなく継続で

きました。毎年、校長先生や教頭

先生に「今年は、おまもりはどう

しましょう？」と聞くのですが、

先生方からは「恒例になっている

からぜひともお願いします」と言

われ、続けさせていただいていま

す。ただ、このおまもりは、関わ

ってくださる皆さんの協力があっ

てこそできているものです。これ

からも続けていくために、はぐく

みネットコーディネーターや生涯

学習推進員の次の担い手が見つか

るのか、手芸教室のメンバーがコ

おまもりづくりのきっかけ

　おまもりプレゼントの取り組み

は、大阪市で小中学校選択制が導

入された平成 26 年度にはじまり

ました。梅香小にも校区外から子

どもがやって来ることになるので、

そんな子どもたちも含めて、“梅

香の子の輪”をつくれたらよいな

ぁ、と思ったのがこの取り組みを

はじめたきっかけです。当時のは

ぐくみネットコーディネーターの

おひとりが、「新入生に『おまも

り』をつくってプレゼントするな

んてどう？」と思いつきました。

その発想をうけて、私がサンプル

のおまもりをつくり、当時の教頭

先生に、「はぐくみネット×生涯

学習ルーム×PTA×児童」が協

働でつくるおまもりづくりの企画

を提案しました。生涯学習ルーム

を運営する推進員が、はぐくみネ

ットコーディネーターを兼ねてい

たり、PTAからの流れで推進員や

はぐくみネットコーディネーター

になっている人が多数だったこと

や、学校との関係性が下地として

あったので、とてもスムーズに取

り組みの大枠ができあがっていき

ました。気づけば 10 年ほど続く、

毎年恒例の行事になっていました

ね。

ます。2月ごろに、その紙すきカ

ードを PTAの実行委員さんたち

にお渡しし、新 1年生へのメッセ

ージを書いてもらいます。「とも

だちたくさんできますように」と

か「げんきにえがおで」など、子

どもたちの健やかな成長を願うメ

ッセージがたくさん集まります。

おまもりの表の「おまもり」とい

う文字は、卒業する 6年生に書い

てもらっています。それらを集め

て、次は手芸教室のメンバーが、

おまもり袋を縫って、装飾をほど

こしていきます。手芸教室の時間

内ではとても時間が足りないので、

みんな自宅に持ち帰ってつくって

います。ひとつひとつが全部手づ

くりなので、どれひとつとして同

じものはない、オンリーワンのお

まもりです。3月の下旬には、で

きあがったおまもりに「はぐくみ

ネット」の紹介文を添えてラッピ

ングをし、学校にお渡しします。

「はぐくみネット」の紹介文は、

こんな人たちが関わっているんだ

ということを保護者の方にもわか

っていただきたくて、必ず入れる

ようにしています。しばらくの間、

校長室に飾っていただいた後、4

月の入学式の日に、校長先生から

新 1年生にひとりずつ手渡しして

もらう、というのが毎年のおまも

りプレゼントの一連の流れです。

おまもりが
　　　 できあがるまで　　

　まず、おまもりの中に入れるメ

ッセージカードを、牛乳パックの

紙すきでつくることからはじまり

これまでとこれから
　　　 ～コロナ禍を経て～

　登下校時の見守りの時間に、ラ

ンドセルにおまもりがついている

のをみると、とてもうれしい気持

ちになりますね。PTAの方におま

もりの中に入れるメッセージカー

ドを書いてもらった時、「自分の

子どもたちももらっていたおまも

ロナ前のように増えていってくれ

るのか、というのが今一番気にな

っていることです。若い方は忙し

いのか、推進員や PTA、ルームの

活動に参加する人が多くないのが

現状です。

此花区・梅香小学校区発！

　この取材後の 4月某日、織田さ

んからうれしいご連絡がありまし

た。コロナ禍でずっと出席がかな

わなかった入学式に、今年は来賓

として参加することができたそう

です。おまもりが校長先生から新

1年生に手渡される様子を久しぶ

りに直に目にすることができ、と

てもうれしい気持ちになりました、

というご報告でした。

“地域の輪”を育む 『おまもりプレゼント』

編集後記

　此花区の梅香小学校では毎年入

学式の日に、新 1年生に世界で一

つだけの手づくりのおまもりをプ

レゼントする取り組みが行われて

います。それは、はぐくみネット

コーディネーターさん、生涯学習

推進員さんをはじめとする地域の

皆さん、PTAの方々、卒業する 6

年生児童が連携・協力してつくら

れています。この取り組みについ

て取材するため、2024 年 3 月 23

日（土）、おまもりづくりの取り

組みの中核メンバーが活動されて

いる、此花区梅香小学校生涯学習

ルーム「手芸教室」を訪問し、講

座世話人で、はぐくみネットコー

ディネーターと生涯学習推進員を

されている織田さんにお話をお聞

きしました。

ナ前はメンバーが 15 人ぐらいい

ましたが、今は 7人です。設立当

初からのメンバーで残っているの

は私（織田さん）だけで、あとの

メンバーは口コミや地域の回覧板

などで生涯学習ルームのちらしを

見て来てくれた方たちです。一番

新しいメンバーは昨年から来られ

ています。刺繡が得意な人、布草

履が得意な人、縫物が得意な人な

ど、いろいろな方がおられます。


